
Q4：誰でも障がいを持つ可能性はあるの？

A：超高齢社会のいま、脳こうそくで半身不随
となったり、転倒により股関節に障がいが

残ったり、糖尿病が進み人工透析が必要になった
りと、誰もが障がいを持つ可能性があります。
　そんなときでも、地域のひとりとして、個人の
尊厳を守りながら暮らし続けられるような社会を
築いていくことが必要です。

元気でいきいき・地域のささえ合い・安心なまちを目指して
第 8 次高齢者福祉計画を策定しました

Q4：この不安にこたえるためにはどうするの？

A：医療と介護、介護予防や住みやすさ、日常の暮らしといった『暮らしのすべて』を見守る仕組み（地域
包括ケアシステム）づくりに取り組んでいきます。

たとえば、病気で入院した後に１人での生活が困難であれば、入院時から退院後の暮らしのための準備を始め
ていくなど、関係機関のネットワークをより一層活かしていきます。

Q3：高齢者の数や１人暮らしの世帯が
　　  増えているけど、
　　  みんなの不安なことは？

A：計画策定時のアンケートで「不安、悩み、
心配ごと」を聞いたところ、「認知症にならな

いか心配」、「歩けなくなるなど基礎体力の低下が
心配」、「地震や火災などの災害の起きたときが心
配」が多くあげられています。

～すべての人が役割を持ち、支え合い、助け合いながら暮らすことのできる社会の実現を～

Q1：国見町の高齢者はどのくらいいるの？

A：町の人口は減少傾向ですが、65 歳以上の人口
は増加しており、平成 29 年では 3,574 人、高齢

化率は 38.1％となっています。年齢別では 75 歳以
上の後期高齢者の比率は近年減少傾向にありますが、
85 歳以上の割合は増加傾向にあります。

Q2：高齢者の数は分かったけど、
　      そのほかに特徴はあるの？

A：高齢者の 1 人暮らし世帯、高齢者夫婦世帯の
いずれも、世帯数、割合ともに増加し続けており、

平成 27 年では高齢者独居世帯は 363 世帯、高齢者
夫婦世帯は 410 世帯となっています。

この計画では、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、行政だけでなく地域の方と一緒に
高齢者とその家族を支えていけるよう『結

ゆい

』のような地域づくりを推進することとしています。

『一人ひとりが、健やかに、安心して暮らせるまち』を目指して

第 6 次障がい者福祉計画を策定しました
障がいの有無による分け隔てのない共生の地域づくり

～日常の「ちょっとした配慮」で暮らしやすく～

Q1：障がいをお持ちの方は、
　     どのくらいいるの？

A：障害者手帳をお持ちの方を基準とすると、
平成 29 年の障がい者数は 484 人、対人口比

は 5.2％となっています。障がい別にみると、身
体障がい者は減少傾向ですが、知的障がい者は横
ばい、精神障がい者は増加傾向で推移しています。

Q3：合理的配慮って何をするの？

A：難しいことではありません。日常の「ちょっ
とした配慮」で障がいをお持ちの方は、暮ら

しやすくなります。たとえば、参加したい「講演会」
の会場が階段を使わなければいけない場合、車い
すの人は参加が制限されてしまいます。階段を使
わなくて済む会場に変更すれば『制限』が除かれ
ます。これが「合理的配慮」です。

この計画では、障がいをお持ちの方が身近なところでいつでも気軽に相談でき、必要なサービスや
支援を受けられる体制の充実に努めることとしています。

※高齢者の福祉や介護などの施策については、各戸配布の『第 8 次国見町高齢者福祉計画（概要版）』をご覧ください。

第 6 次障がい者福祉計画 第 8 次高齢者福祉計画

※障がいをお持ちの方への施策などについては、各戸配布の『第 6 次国見町障がい者福祉計画（概要版）』をご覧ください。

問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793 問保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

Q2：障がいをお持ちの方が、地域で自
　　 分らしく安心して暮らすためには
　　 どうすればいいの ?

A：気をつけることは、みんなが『障がい』の
ことを理解し、お互いに人格と個性を尊重し

合うことです。
■計画策定のためのアンケート調査では
　障がいをお持ちの方に『日常生活で差別や偏見、
疎外感を感じますか』と聞いたところ、「よく感じ
る・ときどき感じる」が 21.0％でした。また、一
般の方に『障がいのある方への差別や偏見がある
と思うか』では、「よく感じる・ときどき感じる」
は 53.6％でした。
⇒障がいをお持ちの方が『地域で安心して暮らす』
　ためには、障がいへの理解と障がいをお持ちの
　方への『合理的配慮』がとても大切です。
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▶障がい者に対する差別や偏見

Q  日常生活で、差別や偏見、　
　 疎外感を感じることがあるか

障がい者

一般町民

資料：国見町障がい者福祉に関するアンケート調査（平成 29 年 3 月）

Q  障がいのある方への
　 差別や偏見があると
　 感じるか

405

65
22

492

400

62
16

478

380

65
39

484

368

68
59

495

362

66
56

484

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

0
100
200
300
400
500
600
700

人

H25 H26 H27 H28 H29

5.0%5.1% 5.1% 5.3% 5.2%

▶障がい者数の推移（手帳所持者）

資料：保健福祉課（各年 4 月 1 日現在）

精神障がい者

知的障がい者

身体障がい者

対人口比

Q  日常生活において、不安、悩み、心配ごとはありますか。
　  また、それはどのようなことですか。（複数回答可）

【一般高齢者】※上位 3 項目
認知症にならないか心配

歩けなくなるなど基礎体力の低下が心配

地震や火災などの災害が起きたときが心配

41.0％

35.3％

31.7％
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【在宅要介護者】※上位 3 項目
歩けなくなるなど基礎体力の低下が心配

地震や火災などの災害が起きたときが心配

認知症にならないか心配

49.6％

45.3％

30.6％
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▶国見町の生体数の推移 単位：世帯
H12 H17 H22 H27

全世帯数（A)
3,138 3,210 3,203 3,289

（一般世帯総数）
高齢者のいる世帯（B） 1,804 1,910 2,025 2,187

（A に占める割合） （57.5%）（59.5%）（63.2%）（66.5%）

高齢者独居世帯 167 224 290 363
（B に占める割合） （9.3%）（11.7%）（14.3%）（16.6%）

高齢者夫婦世帯 221 250 318 410
（B に占める割合） （12.3%）（13.1%）（15.7%）（18.7%）

※高齢者夫婦世帯は夫・妻ともに 65 歳以上の世帯　　 資料：国勢調査

▶前期・後期高齢者数の推移

資料：住民基本台帳（各年 10 月 1 日現在）
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◀資料：国見町介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（平成 28 年度）
　資料：国見町在宅介護実態調査（平成 28 年度）
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